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今年度予算の主な事業と予
算額を３つの重点施策に基
づき紹介します。

　福井しあわせ元気国体・大会の開催や北陸新幹線敦
賀開業等による交流人口増加を見据えた受け皿づくり
の推進を行います。「人道の港」を前面に押し出したＰ

Ｒ展開を行い、敦賀港周辺エリアへの誘客促進を図り
ます。また、氣比神宮の大鳥居修復に対する補助や国
道８号の２車線化に向けた実施設計、アクアトムの整
備などを行います。

　◆人道の港敦賀事業費…………………………765 万 7 千円 

　◆氣比神宮大鳥居保存修理事業費補助金……317 万 3 千円

　◆国道８号空間整備事業費……………………236 万 2 千円

　◆アクアトム整備事業費………………………………2 億円 

　地方版総合戦略として策定した、敦賀市人口減少対
策計画の重点施策（産業振興・子育て支援・人材育成）
に沿って事業の推進を図ります。産業振興では、第２
産業団地の整備および企業誘致、敦賀西部地区土地改
良事業の推進等を行います。子育て支援では、子育て

世帯や観光客が利用する施設にベビーシート等を設
置、人材育成では、敦賀市立看護大学の運営支援等を
行います。
　また、健康づくりの推進や U・I ターン者等の定住
促進にも取り組んでいきます。

　◆企業誘致費 ……………………………… 402 万２千円
　◆土地改良推進事業費 …………………1,573 万６千円
　◆公共施設トイレ乳幼児対応備品設置事業費……118 万９千円
　◆公立大学法人運営費交付金………３億 8,968 万４千円
　◆健康づくり推進事業費 ……………………185 万７千円
　◆定住促進住宅改修等支援事業費………………300 万円

　重点施策以外では、焼却等処理施設整備に係る基本
構想の策定、適地の選定、居住機能や都市機能の誘導
および公共交通の充実に関する包括的なマスタープラ
ンである立地適正化計画の策定、福井しあわせ元気国
体・大会に向けた実行委員会負担金と競技会場となる
運動公園プール等の整備を行います。

　◆焼却等処理施設基本構想策定事業費
　　……………………………………………1,748 万１千円
　◆立地適正化計画策定事業費…………  602 万２千円
　◆福井しあわせ元気国体競技施設整備事業費
　　……………………………………………１億 322 万円

交流人口増加に向けた受け皿づくりの推進

人口減少対策の推進

　第６次総合計画後期基本計画の策定に取り組むととも
に、今後の公共施設などの基本方針を定める公共施設等
総合管理計画の策定に取り組みます。また、下水道事業
を公営企業会計に移行するための準備を行います。

　◆公共施設等総合管理計画策定事業費
　　…………………………………………  2,311 万２千円
　◆総合計画後期基本計画策定事業費………446 万円
　◆公営企業会計移行業務費…………  3,555 万３千円 

行財政改革の推進

その他の事業

主な事業平成28年度
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※一般会計の予算額を平成28年
　２月29日現在の敦賀市の人口
　67,171人で割ったものです。

■一般会計 歳入歳出予算内訳

一般会計 252億8,551万3千円（前年度比 △ 1.2％）

特別会計 182億2,155万5千円（前年度比      0.5％）

企業会計 103億6,267万6千円（前年度比      3.6％）

予算総額  538億6,974万4千円

38,731円 2,041円 9,395円4,280円 36,363円 139,229円
【衛生費】 【労働費】 【農林水産業費】【議会費】 【総務費】 【民生費】

保 健 や ご み 処
理に

労働者の支援に 農業・林業・
水産業の振興

議会の活動に 防災や公共交
通の整備に

高齢者・障がい者・
子どもの支援

56,622円
【教育費】

学校・社会教育、
文化・スポーツに

27,917円
【公債費】

市 の 借 金 の 返
済に

30円
【予備費】

予算外の支出
の備えに

32,434円
【土木費】

道路・橋などの
整備・維持管理

13,193円
【消防費】

消防や救急に
16,200円
商工業・観光
の振興

【商工費】

市民１人当たりの
予　算

376,435 円

その他  4億600万円

【一般会計  歳入】

歳入

8,551万3千円
２５２億

市税
126億8,930万3千円

自依
存

主

財

財

源

源

使用料及び手数料
9億1,296万8千円

諸収入  7億6,963万9千円

その他
8億2,056万6千円

国庫支出金
37億2,541万6千円

県支出金
20億7,082万1千円

市債  19億4,080万円

地方消費税交付金  12億円

地方交付税  7億5,000万円
自主財源（60.0％）
依存財源（40.0％）

【一般会計  歳出】

民生費
93億5,215万8千円

教育費
38億   336万4千円

衛生費
26億   162万円

総務費
24億4,256万2千円

土木費
21億7,858万6千円

公債費
18億7,522万2千円

商工費
10億8,819万4千円

その他
19億4,380万7千円

歳出

8,551万3千円
２５２億

（前年度比      0.3％）

※前年度当初予算が、市長選を控え政策的な経費を必要最小限計上した骨格予算
　であったため、対前年度比は、前年度６月補正後予算と比較しています。
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